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2018（平成30）年11月7日（水）に大阪城ホールにて記念式典を開催

130th Anniversary

OTEMON GAKUIN
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社会で活躍する追手門学院の卒業生

笠松はる 氏 （追手門学院高等学校 48期）

を開いた卒業生

（かさまつ・はる）歌手・女優。追手門学院高校卒業後、東京藝
大・同大学院を経て2007（平成19）年劇団四季『ユタと不思議
な仲間たち』小夜子役で初舞台。その後同劇団において、『オペ
ラ座の怪人』など数々の主要な演目でヒロイン・主演を務める。
2014（平成26）年末に退団、現在は活動領域を広げ様々な舞
台・コンサートで活躍中。ACT JPエンターテイメント所属。

130年という長い歴史の
一員であることを幸せに思います。

指揮： 秋山和慶
Vo.： 福井晶一・吉沢梨絵・笠松はる・上原理生
管弦楽： 東京交響楽団
構成・演出： 原純

ⓒヒダキトモコ

ミューザ川崎シンフォニーホール

044-520-0200
（10:00～18:00／土･日･祝も営業）

MUZA Silvester Concert 2018
2018（平成30）年12月31日（月）

15：00開演［14：15開場］
会場： ミューザ川崎シンフォニーホール

お問い合わせ

　劇団四季在団時は、多くの演目で主
演を務めさせていただきました。在団時は
新作を除いて、舞台に挑む際には先輩方
が築いてこられたものを壊さないよう、作
品の一部になれることを大切にしてきまし
た。現在は、ゼロから好きにやっていいと
いう状況の中、それぞれの作品に丸裸で
身一つのような感覚で向き合っています。
一つひとつの仕事が手探りでしたが、少し
ずつこの環境にも慣れてきたところです。
　俳優にとって欠かせないのが専門スキ
ルだけではなく、演技のベースとなる多様
な人生経験です。大学進学以降、専門的
な環境に身を置きレッスンに励んできた私
にとって、男女共学で様 な々才能や希望を
持った多くの仲間と触れ合えた追高での
学校生活は、確実に自分の土台になって
います。安威祭をはじめ多彩な行事を生徒
主体でやり遂げたことや、追高名物の「話
し合い」もよい思い出です。生徒が主体的
に考え、話し合うことで、社会に出る前に議
論する力を身につけさせてくださったのだと
今になって思います。もちろん、追高時代
の仲間は今でも大切な友人。劇団四季時

代、「はるちゃんの舞台を観に行こう」と友
達が企画してくれて、合計100名もの人た
ちが劇場に足を運んでくださったこともあり
ました。本当にありがたいことです。
　追高は来春、新キャンパスに移転します
ね。あの校舎がなくなるのは寂しい気持ち
もありますが、それ以上に母校の発展を嬉
しく思います。施設の概要を拝見した第一
印象は「うらやましい！」の一言。目を引いた
のが全体に図書が配置されている校舎で
す。私は図書室が好きだったし、スマホ主
流の現在、いつでも本物の図書に触れら
れる環境は貴重なのではないでしょうか。
私もぜひ訪れてみたいと思っています。
　追手門学院が今年創立130周年の
節目を迎えられることに、心から祝意をお
伝えします。私自身、最近学院の歴史の
重みを実感した出来事がありました。劇団
四季の先輩でもある三田和代さん（中・高
9期）とお会いでき、お互いの舞台を観劇
する機会にも恵まれました。あの大尊敬
する三田さんにお目にかかれるなんて、学
院を通してでしか実現しなかったでしょう。

130年の長い歩みは、人と人との繋がり
の歴史でもあります。自分はその中の小さ
な存在ですが、その一員でいられるのは
幸せなこと。在校生の皆さんも新キャンパ
スのもと、これからも繋がりを育んでいただ
きたいと思います。
　私もチャレンジを続けます。もう若さで許さ
れる年齢は過ぎていますから、今後は人間
性など本質が問われることになります。現場
で必要とされ続ける人間になりたいですし、
新しいジャンルの仕事にも挑戦したいので、
これからも一つずつ努力していきます。
 最後に、来年1月の山桜会新年会で
皆さんとお会いできることが決まりました
（P23）。いつも応援してくださる方々の
前で歌えるのはとても光栄です。当日お目
にかかれることを楽しみにしています。


